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マイペース学習への挑戦② 

 今回は、教頭先生、嶋倉先生のマイペース学習の様子をお伝えします。お二人の先

生ともに、準備が周到で、誰一人として取り残さない工夫がたくさんありました。 

 

【６年社会 武士の世の中へ 教頭先生】 

 ２時間目（全６時間）※前時は一斉、２～５時間目マイペース、６時間目一斉 

 

① 学習の内容やポイントがすぐ

わかる手引き 

 見ただけで、何を学習するの

かがよくわかります。マイペー

スの時は、学習の視点があり、

何をするか困らないように、そ

して、落としてほしくないポイ

ントが示されています。また、

学習内容の定着のため、チェッ

クテストも用意されていると

のことでした。学習の内容を漏

らさない工夫が素晴らしいと

感じました。 

 

② 個に鋭く刺さる支援 

 机間指導中には、児童に困っていることを

聞きながら声がけや支援をされていました。

教科書や資料集、ロイロで送った動画などか

ら、何のどこに注目するといいか、どこを読

むといいかなど、児童が自分で読んで気づけ

るような声がけをされていました。全体を周

り、進度状況についても確認されていまし

た。何をするか分からなくて止まっている児

童が一人もおらず、全員が課題に真剣に向き合う姿がありました。 

 

③ 教科書のたくさんある情報の中から必要な情報を読み取ることの大切さを指導 

「教科書を熟読してね。」と何度もおっしゃっ

ていました。どの教科にも言えることですが、

教科書に書いてあることを正確に読み取り、学

習に生かす力がとても重要になっていると感

じました。実際に子ども達も、教科書に指を指

したり、線を引いたりして、読み込んでいまし

た。以前参加した研修会で、教科書の読み方を

指導しているというお話を聞きました。教科

書、資料集、様々な資料などの膨大な情報から、

自分に必要な情報を読み取る力をどんどんつ

けていきたいなと感じました。 
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【５年国語 たずねびと 嶋倉先生】 

２時間目一斉学習で今後の計画立て（全７時間） 

※１時間目一斉、３～５時間目マイペース、６、７時間目一斉 

 

① 国語のマイペース学習の可能性大！ 

本時では、３～５時間目で行うマイペース学習の学習計

画を立てていました。自分で選んだコース（A：綾の心の

変容追究 B：表現方法・情景描写追究 C：「たずねびと」

の意味追究 D：マイ・オリジナルコース）の内容を追究

するための学習計画を、黙々と一人で考える子も入れば、

同じコースの友達と一緒に考え合う姿がありました。子ど

も達に、物語をどうやって読み取っていくのかを考えると

ころから委ねていて、一斉とはいうものの、各々が自由に

考えている姿から自己の学びを調整しているなと感じま

した。国語のマイペース学習を参観する機会が少なかった

ので、今回参観させていただいて、国語科でのマイペース

学習の可能性を感じました。これからどのようにして子ど

も達は学びを進めていくのだろうと、私の方が楽しみにな

りました。 

  

 ② 机間指導と全体共有のバランス 

前半は、机間指導を行い、児童の考えややりたいことを引き出すような声が 

けをしながら計画を立てるための手助けをされていました。後半は、児童が 

考えた計画を発表させ、その内容を価値付けながら、困っている児童のために 

計画の内容を紹介していました。ただ委ねっぱなしにするのではなく、全体で 

共有したりまとめたりすることで、全員が学習のねらいからそれないなと感じ 

ました。 

 

 

～教頭先生と嶋倉先生の授業から感じたこと～ 

・誰一人として取り残さない工夫 

 →冒頭にも記載しましたが、学習の漏れ、遅れがいないように、机間指導による声が

けや支援、手引きの準備、一斉に戻すなどの工夫がたくさんなされていました。 

・手引きの有効性 

 →単元の目標や学習内容、学習計画、ふり返りなどが１枚にまとまった「手引き」が

素晴らしいです。児童の「何すればいいですか？」が無くなり、自分で自分の学び

を進めることができる子が育つと感じました。 


